
曲
「
鱒
」
と
同
じ
旋
律
を
使
っ
て
い
る
た

め
、
こ
の
ピ
ア
ノ
五
重
奏
曲
も
「
鱒
」
と

呼
ば
れ
ま
す
。
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
が
生
き
た

時
代
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
川
や
湖
で
は
透

明
な
水
の
中
を
泳
ぐ
鱒
は
ど
こ
で
も
見
ら

れ
た
の
で
し
ょ
う
。
な
ん
と
八
ヶ
岳
に
も

鱒
は
生
息
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
曲
を
聴

き
な
が
ら
自
然
の
情
景
も
思
い
浮
か
べ
て

も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

八
ヶ
岳
高
原
音
楽
堂
と
い
う
と
、
い
く

つ
か
の
失
敗
を
思
い
出
し
ま
す
。
ホ
テ
ル

の
清
算
を
し
忘
れ
て
帰
宅
し
て
し
ま
っ
た

り
、
ホ
テ
ル
の
鍵
を
持
っ
た
ま
ま
帰
っ
た

り
。
朝
食
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
取
り
出
す

の
を
忘
れ
た
パ
ン
が
真
黒
焦
げ
に
…
、
ト

ー
ス
タ
ー
か
ら
モ
ク
モ
ク
と
出
た
煙
を
見

た
ホ
テ
ル
の
方
に
「
爆
弾
か
と
思
い
ま
し

た
よ
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
素
敵
な
ホ
ー
ル
と
、
私
の
情

け
な
い
数
々
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
結
び
つ
い

た
八
ヶ
岳
高
原
音
楽
堂
。
今
年
も
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

い
て
く
れ
た
り
…
。
ま
さ
か
の
光
景
に
何

度
も
遭
遇
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
番
を

終
え
て
見
上
げ
る
夜
空
の
美
し
さ
。「
こ
ん

な
に
星
っ
て
た
く
さ
ん
あ
っ
た
ん
だ
」
と
、

こ
ぼ
れ
て
き
そ
う
な
星
の
大
き
さ
に
目
を

奪
わ
れ
る
の
で
す
。
八
ヶ
岳
は
別
天
地
。

毎
回
東
京
な
ど
遠
方
か
ら
泊
り
が
け
で
来

ら
れ
る
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
29
日
が
ソ
ロ
・

リ
サ
イ
タ
ル
。
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
最
後
の

ソ
ナ
タ
３
部
作
の
う
ち
、
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ

タ
第
19
番
と
第
21
番
を
演
奏
し
ま
す
。
３

曲
は
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
が
亡
く
な
っ
た
１
８

２
８
年
の
春
か
ら
秋
に
か
け
て
作
曲
さ
れ

た
、
あ
ま
り
に
美
し
く
特
別
な
意
味
を

持
つ
大
傑
作
で
す
。

　

30
日
は
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
と
ク
イ
ン
テ
ッ

ト
。
若
手
５
人
と
の
共
演
で
す
。
コ
ン
チ

ェ
ル
ト
は
シ
ョ
パ
ン
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第

２
番
の
室
内
楽
版
。
も
う
１
曲
は
シ
ュ
ー

ベ
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
五
重
奏
曲
「
鱒
」
で
す
。

第
４
楽
章
が
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
の
有
名
な
歌
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い
る
感
じ
で
す
。
天
気
の
良
い
日
な
ら
は

る
か
に
富
士
山
を
見
つ
け
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
何
よ
り
も
素
晴
ら
し
い
と
思
う
の

は
、
空
気
の
透
明
感
で
す
。
身
体
の
隅
々

ま
で
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
空
気
が
届
く
感
覚
が

あ
る
の
で
す
。
近
年
は
、
夏
に
は
冷
房
を

入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
か
つ
て

は
窓
を
開
放
し
な
が
ら
自
然
の
風
を
入

れ
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　

リ
ハ
ー
サ
ル
中
に
は
鹿
が
親
子
で
並
ん

で
座
り
な
が
ら
ピ
ア
ノ
を
聴
い
て
い
た
り
、

本
番
中
に
最
高
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
鳥
が
鳴

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
大
好
き
な

八
ヶ
岳
高
原
音
楽
堂
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
。

今
月
29
、
30
日
の
２
日
に
わ
た
っ
て
「
～

春
、
そ
の
先
へ
。」
と
題
し
た
演
奏
会
を

行
い
ま
す
。

　

八
ヶ
岳
の
中
腹
、
標
高
１
５
０
０
メ
ー

ト
ル
の
高
原
に
建
つ
八
ヶ
岳
高
原
音
楽
堂

（
長
野
県
南
牧
村
）
は
自
然
に
溶
け
込
ん

だ
ホ
ー
ル
で
す
。
高
原
リ
ゾ
ー
ト
地
の
ホ

ー
ル
と
し
て
類
を
見
ま
せ
ん
。
吉
村
順
三

さ
ん
が
設
計
し
た
建
物
は
三
角
屋
根
が

特
徴
で
、
ホ
ー
ル
の
壁
は
大
き
な
ガ
ラ
ス
、

ま
さ
に
四
季
折
々
の
風
情
と
一
体
な
っ
て

KOYAMA MICHIE　東京藝大卒、同大学院修了。1982 年チャイコフスキー国際コンクール第 3 位。85 年ショパン国際ピアノコンクール第 4 位。「12 年間・
24 回リサイタルシリーズ」（2006 〜17年）や「ベートーヴェン、そして…」（19 〜 21年）は、その演奏と企画性で高い評価を受けた。2022 年より、サントリ
ーホール・シリーズ「Concerto〈以心伝心〉」に続き、ソロ・リサイタルのシリーズ〈未来永劫〉を開催する。ショパン、チャイコフスキーの二大コンクールなど
の審査員も務める。17年度紫綬褒章を受章。仙台での「こどもの夢ひろば」のゼネラル・プロデューサーを務める。
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公  演  情  報
小山実稚恵 ～春、その先へ。Vol.2
シューベルトの最晩年
4月29日（水）15：00  八ヶ岳高原音楽堂
シューベルト：ピアノ・ソナタ 第19番、第21番
コンチェルト＆クインテット
4月30日（木）15：00  八ヶ岳高原音楽堂
石原悠企／岸本萌乃加（vn）、柳瀬省太（va）
築地杏里（vc）、瀬泰幸（cb）
ショパン：ピアノ協奏曲第2番（室内楽版）
シューベルト：ピアノ五重奏曲 「鱒」
問い合わせ：八ヶ岳高原ロッジ ☎0267-98-2131
日本フィル横浜定期演奏会
5月9日（土）15：00  横浜みなとみらいホール
小林研一郎（指揮）、日本フィルハーモニー交響楽団
ベートーヴェン：ピアノ協奏曲第3番、ピアノ協奏曲
第5番《皇帝》
問い合わせ：日本フィル・サービスセンター
　　　　　　☎03-5378-5911
Étoile（エトワール）～ピアノの星 Vol.5 
タイアップ企画  日本フィル杉並定期演奏会
5月10日（日）15：00  杉並公会堂
小林研一郎（指揮）、日本フィルハーモニー交響楽団
ベートーヴェン：ピアノ協奏曲第3番、ピアノ協奏曲
第5番《皇帝》
問い合わせ：杉並公会堂チケットセンター
　　　　　　☎03-5347-4450
小山実稚恵 ピアノ・リサイタル
5月16日（土）14：00  
ハイスタッフホール（観音寺市民会館）

《オールシューベルトプログラム》
即興曲 作品142-2、即興曲 作品90-2
ピアノ・ソナタ第19番、第21番
問い合わせ：ハイスタッフホー ☎0875-23-3939
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